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予
算
額

２８
年
度
予
算
額

１
兆
６
�
３
４
５
億
円

２９
年
度
予
算
案

１
兆
７
�
４
８
６
億
円

（
対
前
年
増
減

１
�
１
４
１
億
円
増
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
費

（
自
立
支
援
給
付
費
＋
障
害
児
措
置

費
・
給
付
費
＋
地
域
生
活
支
援
事
業

費
等
）

２８
年
度
予
算
額

１
兆
１
�
５
６
０
億
円

２９
年
度
予
算
案

１
兆
２
�
６
５
６
億
円

（
対
前
年
増
減

１
�
０
９
６
億
円
増
）

【
主
な
事
項
】

・
良
質
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障

害
児
支
援
の
確
保

１
兆
２
�
２
３
１
億
円

（
１
�
０
７
２
億
円
増
）

障
害
児
・
障
害
者
が
地
域
や
住
み

慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児
支

援
を
総
合
的
に
確
保
す
る
。

・
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の
拡
充

（
一
部
新
規
）

４
８
８
億
円
（
２４
億
円
増
）

意
思
疎
通
支
援
や
移
動
支
援
な
ど

障
害
児
・
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支

援
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
特

性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
、
効
率

化
・
重
点
化
を
図
り
つ
つ
事
業
の
着

実
な
実
施
を
図
る
。

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

整
備
（
社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整

備
費
）

７１
億
円
（
１
億
円
増
）

障
害
者
等
の
社
会
参
加
や
地
域
生

活
支
援
を
更
に
推
進
す
る
た
め
、
就

労
移
行
支
援
事
業
等
を
行
う
日
中
活

動
系
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

障
害
児
支
援
の
拠
点
と
な
る
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
整
備
や
防
犯
体
制
の
強
化
を
推
進

す
る
。
さ
ら
に
、
長
期
入
院
精
神
障

害
者
の
地
域
移
行
を
進
め
る
観
点
か

ら
も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
を

一
層
推
進
す
る
。

・
障
害
児
・
障
害
者
へ
の
良
質
か
つ

適
切
な
医
療
の
提
供

２
�
３
０
９
億
円（
８
億
円
増
）

・
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援

（
新
規
）

０
・
２
億
円

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
に
お

い
て
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
を

促
進
し
、
必
要
な
支
援
の
提
供
が
可

能
と
な
る
体
制
を
整
備
す
る
。

・
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
の
推
進

（
一
部
新
規
）

２
・
０
億
円（
０
・
９
億
円
増
）

・
障
害
者
自
立
支
援
機
器
の
開
発
の

促
進
（
一
部
新
規
）

１
・
６
億
円
（
増
減
な
し
）

・
障
害
児
・
障
害
者
の
社
会
参
加
の

促
進２６

億
円
（
１
億
円
減
）

視
覚
障
害
者
に
対
す
る
点
字
情
報

等
の
提
供
、手
話
通
訳
技
術
の
向
上
、

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
養
成

の
支
援
や
、
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
等
に
よ
り
、
障
害
児
・
障
害

者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
。

・
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
・
地
域

定
着
支
援
の
推
進
（
新
規
）

２
・
３
億
円

・
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
支

援
施
策
の
推
進
（
一
部
新
規
）

２
・
１
億
円（
０
・
１
億
円
増
）

・
農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
就
農

促
進
（
一
部
新
規
）

２
・
０
億
円（
０
・
９
億
円
増
）

農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
を

支
援
し
、
障
害
者
の
職
域
拡
大
や
収

入
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
の

担
い
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
た

め
、
障
害
者
就
労
施
設
へ
農
業
の
専

門
家
の
派
遣
に
よ
る
農
業
技
術
に
係

る
指
導
・
助
言
や
６
次
産
業
化
支

援
、
農
業
に
取
り
組
む
障
害
者
就
労

施
設
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
等
の

支
援
を
実
施
す
る
。

・
依
存
症
対
策
の
推
進（
一
部
新
規
）

５
・
３
億
円（
４
・
２
億
円
増
）

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の

災
害
復
旧
に
対
す
る
支
援（
復
興
）

４
・
９
億
円（
９
・
１
億
円
減
）

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
う
ち
、

各
自
治
体
の
復
興
計
画
で
、
平
成
２９

年
度
に
復
旧
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事

業
所
等
の
復
旧
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
、
財
政
支
援
を
行
う
。

・
被
災
地
心
の
ケ
ア
支
援
体
制
の
整

備
（
一
部
新
規
）

１４
・
２
億
円（
０
・
６
億
円
減
）

東
日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
に

よ
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
等
を
継
続

的
に
実
施
す
る
た
め
、
被
災
県
に
設

置
し
て
る
「
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の

専
門
職
種
に
よ
る
仮
設
住
宅
へ
の
訪

問
相
談
、
ア
ウ
ト
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

医
療
の
提
供
支
援
等
を
行
う
た
め
の

体
制
整
備
を
支
援
す
る
。
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１０
月
１
日（
土
）か
ら
延
べ
７
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
た
研
修
の
後
半
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

★
１０
月
２９
日（
土
）

通
訳
技
術
の
再
確
認
②
手
話
・
弱
視

手
話
・
触
手
話

弱
視
盲
ろ
う
者
や
全
盲
ろ
う
者
の

受
信
方
法
を
理
解
し
、
発
信
方
法
の

工
夫
を
考
え
る
た
め
に
、
二
人
一
組

の
ペ
ア
と
な
り
、
感
情
の
伝
え
方
や

身
体
に
触
れ
て
表
す
手
話
等
の
実
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

弱
視
盲
ろ
う
者
の
通
訳
・
介
助
に
つ

い
て
〜
手
書
き
文
字
〜

弱
視
盲
ろ
う
者
の
見
え
づ
ら
さ
や

困
難
等
を
、
視
野
狭
窄
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
体
験

し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
考

え
る
と
共
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
一
つ
で
あ
る
手
書
き
文
字
の
基

本
技
術
に
つ
い
て
実
践
し
ま
し
た
。

★
１０
月
３０
日（
日
）

場
面
別
応
用
通
訳
・
介
助
技
術（
屋
外
）

公
共
の
場
に
お
け
る
通
訳
・
介
助

技
術
力
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
降
実
習
、
飲
食

店
に
お
け
る
通
訳
・
移
動
介
助
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

★
１１
月
５
日（
土
）

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
の
あ
り
か
た

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
と
し
て

の
心
構
え
や
対
人
援
助
職
と
し
て
の

倫
理
に
つ
い
て
、
事
例
検
討
を
通
し

て
学
び
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

総
ま
と
め

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
に
よ
る
通
訳
技
法

受
講
者
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、「
筆
記
通
訳
」「
音
声
通
訳
」

「
弱
視
手
話
通
訳
」「
触
手
話
通

訳
」
そ
れ
ぞ
れ
の
通
訳
技
術
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

閉
講
式

当
協
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長

い
ず
み

つ
か
さ

泉

司
か
ら
受
講
者
の
皆
さ
ん
へ

受
講
証
明
書
を
お
渡
し
し
、
続
い
て
と

が
し

札
幌
盲
ろ
う
者
福
祉
協
会

富
樫

ま

ゆ
み

眞
弓
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

本
研
修
の
開
催
に
あ
た
り
、
富
樫

眞
弓
会
長
を
は
じ
め
、
札
幌
盲
ろ
う

者
福
祉
協
会
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。��
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９
月
に
開
講
し
た
要
約
筆
記
者
養

成
講
座
の
後
半
の
概
要
で
す
。

★
５
日
目（
１１
月
２６
日
）

午
前
は
「
日
本
国
憲
法
と
基
本
的

人
権
の
尊
重
」
を
テ
ー
マ
に
、
札
幌

い

と
う

あ
や

こ

あ
お
葉
法
律
事
務
所

伊
藤

絢
子

弁
護
士
よ
り
、
ご
自
身
の
札
幌
弁
護

士
会
憲
法
委
員
会
で
の
活
動
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
社
会
福
祉
士
（
北
海

え

が
わ

道
要
約
筆
記
指
導
者
）
江
川

い
つ

み
講
師
に
よ
る
「
社
会
福
祉
の
理
念

と
歴
史
」「
障
害
者
福
祉
の
概
要
と

現
状
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
要
約

筆
記
指
導
者
に
よ
る
【
話
し
こ
と
ば

の
基
礎
知
識
】「
同
時
性
」
に
つ
い

て
全
体
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★
６
日
目（
１１
月
２７
日
）

午
前
と
午
後
の
前
半
は
、
前
日
に

引
き
続
き
【
話
し
こ
と
ば
の
基
礎
知

識
】「
短
く
表
現
」「
共
有
情
報
に
つ
い

て
」
の
全
体
講
義
と
練
習
問
題
を
取

り
入
れ
た
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
日
目
最
後
の
講
義
は
、
手
書
き

と
パ
ソ
コ
ン
に
分
か
れ
、「
基
本
的

な
要
約
技
術
」
に
つ
い
て
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

平
成
２９
年
度
障
害
保
健
福
祉
部
予
算
案
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
障
害
保
健
福
祉
部
よ
り
、
平
成
２９
年
度
障
害
保
健
福
祉
部

予
算
案
の
概
要
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
閣
議
決
定
に
よ
る
原
案
）。

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
北
身
協
の
運
営
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（北のチャレンジドショップ）http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

株
式
会
社

札
幌
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

関

喬

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
六
丁
目

電
話
代
表
（
〇
一
一
）
二
四
一
―
〇
九
八
六
番

道
北
義
肢
製
作
所

所

長

舛
田
裕
司

旭

川

市

五

条

通

十

二

丁

目

電

話（
〇
一
六
六
）二
四
―
五
二
三
一
番

有
限
会
社

野
坂
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目

電

話（
〇
一
一
）二
二
一
―
一
四
〇
六
番

有
限
会
社

河
笠
義
肢
製
作
所

小
樽
市
長
橋
四
丁
目
七
番
二
十
九
号

（
〇
一
三
四
）二
二
―
三
〇
四
二
番

電

話（
〇
一
三
四
）三
二
―
七
〇
〇
二
番

株
式
会
社

馬
場
義
肢
製
作
所

函
館
市
豊
川
町
一
五
の
一
七

�（
〇
一
三
八
）二
二
―
二
六
一
五
番

札
幌
市
北
区
太
平
七
条
二
丁
目

�（
〇
一
一
）七
七
四
―
三
〇
二
二
番

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
の
三
の
六

�（
〇
一
四
三
）二
二
―
五
五
二
九
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

�（
〇
一
五
四
）四
一
―
三
五
四
六
番

株
式
会
社

田
村
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
東
五
丁
目

電
話（
〇
一
一
）㈹
二
〇
〇
―
二
七
七
七
番

帯
広
支
店

帯
広
市
大
通
南
十
五
丁
目
二
十
番
地

電
話（
〇
一
五
五
）二
七
―
二
四
八
九
番

有
限
会
社

美
唄
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

松
田
清
勝

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
―
〇
九
三
一
番

有
限
会
社

千
葉
義
肢
製
作
所

釧

路

市

若

草

町

七

番

二

号

電

話（
〇
一
五
四
）二
二
―
〇
三
八
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
五
四
）二
五
―
九
五
八
八
番

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
四
丁
目
二
二
一
―
一
九
六

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
―
一
五
五
〇
番

会
員
募
集
中
�

北
身
協
で
は
札
幌
と
旭
川
を
除
く
全
市
町
村
で
身
体

障
害
者
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
障
が
い
担
当
窓
口
ま
で
�

今回、初めて取り入れた
エスカレーターでの実習

あお葉法律事務所
い とう あや こ

伊藤 絢子弁護士

６日目の全体講義と
実習のようす

「喜び」「怒り」などの
感情を工夫して伝える

（平成２９年１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第７５４号）（１）



社会福祉法人

かいせい
障がい福祉サービス事業所

ご注文承ります。
・クッキー
・シフォンケーキ
・焼き菓子、パン
・創作品
・軽作業請負

【法人本部】
〒０４０�００７１
函館市追分町５�２３�２
TEL：０１３８�４０�８９８９
FAX：０１３８�４０�７０９０

★
７
日
目（
１２
月
１７
日
）

午
前
は
社
会
福
祉
士
（
北
海
道
要

約
筆
記
指
導
者
）
江
川

い
つ
み
講

師
よ
り
「
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
施
策

の
現
状
」「
障
害
者
権
利
条
約
」
に

つ
い
て
、
午
後
か
ら
は
「
当
該
自
治

体
の
障
害
者
福
祉
制
度
」
に
つ
い
て

当
協
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長

泉

司
よ
り
全
体
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。前

期
最
終
日
と
な
る
７
日
目
の
最

後
の
講
義
は
、
前
期
の
総
ま
と
め
と

し
て
、
要
約
筆
記
実
習
が
行
わ
れ
、

要
約
筆
記
指
導
者
に
よ
る
丁
寧
な
添

削
と
指
導
が
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
４２
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

９
月
開
講
予
定
で
、
受
講
者
は
全
日

程
を
修
了
し
、
平
成
３０
年
２
月
の
全

国
統
一
要
約
筆
記
者
認
定
試
験
合
格

を
目
指
し
ま
す
。

�
��
�
�
�
��

�
	�

�



�
�


�
�

平
成
２８
年
１１
月
２０
日（
日
）札
幌
共

済
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
２３
回
泉
流

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踏
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

あ
か

さ
か

ま
さ
る

当
日
は
当
協
会
の
赤
坂

勝
会

長
と
泉

司
常
務
理
事
が
出
席
し
、

寄
附
贈
呈
式
で
は
、
泉
流
舞
踏
会
様

よ
り
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
北
海
道
の
身
体
障
害
者

福
祉
へ
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別
会
員
の
ご
案
内

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
は
、
身

体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
特
別
会

員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

▼
会
員
特
典

Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
の
い
ず
れ
か
で

２
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
時

は
、
特
急
券
等
を
２
割
〜
３
割
引
き

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
一
部
、
ご
利
用
に
な
れ
な
い
列
車

が
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

▼
入
会
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

男
性
６０
歳
・
女
性
５５
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費

一
人

１
�
３
５
０
円

（
入
会
金
は
い
り
ま
せ
ん
）

▼
割
引
除
外
期
間

・
４
月
２７
日
〜
５
月
６
日

・
８
月
１１
日
〜
８
月
２０
日

・
１２
月
２８
日
〜
１
月
６
日

▼
割
引
率

新
規
会
員

【
初
回
〜
３
回
目→

２
割
引
】

【
４
回
目
〜
２０
回
目→

３
割
引
】

更
新
会
員

【
初
回
か
ら
３
割
引
】

▼
ジ
パ
ン
グ
手
帳
の
到
着
は
、
お
申

込
か
ら
２
〜
３
週
間
程
度
の
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

尚
、
更
新
手
続
き
は
１
ヶ
月
前
か

ら
可
能
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

新
規
会
員
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
お
問
合
せ
先

各
地
区
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

及
び
左
記
へ

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

０１１
（
２５１
）
１
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
よ
り
お
知
ら
せ

◎
平
成
２９
年
度
定
時
総
会

６
月
１１
日（
日
）１０
時
３０
分

か
で
る
２
・
７

５
２
０
会
議
室

◎
平
成
２９
年
度
事
務
担
当
者
会
議

７
月
６
日（
木
）１３
時
３０
分

か
で
る
２
・
７

７
１
０
会
議
室

◎
第
６６
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
石
狩
大
会

１０
月
２２
日（
日
）

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ

ム
サ
ッ
ポ
ロ

※
交
通
機
関
・
宿
泊
の
予
約
等
の
手

配
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

派
遣
事
業
の
利
用
に
つ

い
て

み
な
さ
ま
の
ご

家
族
や
ご
近
所
の

視
覚
障
が
い
者
の

中
で
、
耳
の
聞
こ

え
が
悪
く
な
っ
て

き
て
い
る
人
、
あ

る
い
は
聴
覚
障
が

い
者
の
中
で
、
目
が
見
え
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
。

当
協
会
で
は
、
在
宅
の
視
覚
と
聴

覚
に
重
複
し
て
障
が
い
が
あ
る
方

（
盲
ろ
う
者
）に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
移
動
の
支
援
を
行
う
「
通
訳
・
介

助
員
派
遣
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
身
近
に「
盲
ろ
う
者
」の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
事
業
が

通
院
や
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る

こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、
当
協
会

に
も
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
利
用
料
金
は
無
料
で
す
�

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

０１１
（
２５１
）
１
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

��

��

�

�

つ
じ

け
い

こ

遠
軽
町

�

恵
子

た

つ

き

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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ぼ

き
ん

ば
こ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
い
び
ょ
う

き
わ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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い
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�
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�
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�
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�
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#
/
�
�
#
0
�
1
!
�
�
#
�

わ
た

な
べ

た
だ

お

室
蘭
市

渡
部

忠
雄

に

あ

け
い
し
ょ
う

た

ご

�
2
�
�
�
3
4
�
5
6
7
8
�
9

ゆ
う

し

み

ほ

�
:
�
	
;
�
<


�
2
=

ま
つ

だ

ゆ
う

ぞ
う

�

2
7

�
<�

ま
と

か

な

た

ひ

�
�
>
�
#
?
@
A
B
�
�
C
!
D



は
る

ろ
う

ろ
う

さ
ち

い

せ
ん

す

E
�
F
�
G
H
I
J
8

ひ

だ

さ
ち

こ

�

�
K

G
8�

せ
っ

き
ん
ち
ゅ
う

れ
っ

と
う

�
L
M
N
O
�
�
P
Q
�
%

び

み
ょ
う

よ

う

す

�
�
�
R
�
�
S
�
�
8

な
か

じ
ま

た
い

こ

�

N
P

�
8�

�

T
�
U
�
�
%
1
�
V
�
��

�
1
�
W
X�

い
け

う
ち

ま

り

こ

室
蘭
市

池
内

満
里
子

�
Y
I
�
�
Z
[
\
�
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�
�

^
�
�
�
_
`
W
�
�
a
!

��

b
�
c
&
�
d
I
�
e
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�
'�

#
�

f
g
A
h
�
i
<
j
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お
わ

�
l
m
n
�
o
�
�
p
q
r
s
t
�

u
 
�
v
w
�
!
-
x
#



い

と
う

や
す

じ

石
狩
市

伊
藤

雍
二

た
か

ね

�
y
O
�
z
	
;
�
`
"
�
{
&
4
|
}

こ
う
べ

た

め
い

も
く
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�
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や

そ
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た
っ

し
ゃ

�
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は
な
い
か
だ
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�
�
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�

�
�
�
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*
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�
�
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こ

い
ず
み

ぜ
ん

じ

深
川
市

小
泉

善
次

ほ

ほ

え

ひ
と

�
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ひ
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�

ひ
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-
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£
 
�
!
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#
�
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A

あ
わ

ゆ
き

�
�
a
�
!
E
�
¤
¥

や
ま

ぎ
し

せ
い

い
ち

岩
内
町

山
岸

清
一

�
¦
§
¨
©
ª
«
¬
�
­
�
®
 
a

¯
f
�
)
X
�
°
�
$
�

�
�
W
�
�
�
±
²
±
�
�
�
&
³
�
´
µ
¨

�
�
*
¶
�
A
·
�
*
+
�
�

�

�

い
け

う
ち

ま

り

こ

室
蘭
市

池
内

満
里
子

す
く

は
つ
あ
か

�
u
 
�
�
�
)
&
¸
�
y
,
�

い
く
さ

よ

�
¹
�
a
w
�
º
�
»
�
¼
½
I

�
¾
q
�
�
Z
¿
À
�
�
Áた

い
ら

よ
し

の
ぶ

下
川
町

平

義
信

い
し

や
き

い
も

�
Â
Ã
Ä
-
Å
4
Æ
�
Ç
§
È
$
�

ま

だ
ら

�
É
"
I
W
-
Ê
Ë
¶
Ì
d
Í
�
"
1
�

た
ら

あ
ら

お
う
な

�
Ë
�
Î
Ï
X
.
�
Ð
�
�

さ
い

と
う

け
い

こ

豊
浦
町

斉
藤

恵
子

�
/
Ñ
�
Ò
Ó
Ô
W
"
 
¥
�
Õ

か
く

な

い

�
�
�
�
�
!
¥
Ö
�
×
X
�
Ø
�
Ù

も

み

じ

え

し
ゃ
く
か
わ

�
Ú
�
Û
0
Ü
Ý
Þ
 
�
�
&
ß
�
�

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

２５
日
ま
で
の
受
付
と
い
た
し
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
明
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
宛
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

特
定
非
営
利
活
動
法
人

にっしんれん収益事業 http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／cgi�bin＿1／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

皮
革
工
芸
作
業
・
オ
ー
ダ
品
作
製
・
刻
印
作
業
・
バ
ッ
ク
の
直
し
作
業

箔
押
・
彫
刻
ネ
ー
ム
作
業
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
・
印
刷
作
業

NPO
法 人

砂

川

つ

ば

さ

砂
川
市
東
五
条
南
四
丁
目
二－

一
二

砂
川
市
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
内

電

話
（
〇
一
二
五
―
五
二
―
二
八
五
五
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
二
五
―
七
四
―
六
九
三
六
）

だ
れ
も
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ご
利
用
者
様
と
伴
に
歩
め
る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
！

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��

札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目
五
―
一
大
西
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
一

特別養護老人ホーム
多機能事業所

障
害
者
支
援
施
設

社会福祉
法 人

北
海
道
宏
栄
社

〒
０４７�

００１１

小
樽
市
天
神
２
丁
目
８
番
２
号

電

話

〇
一
三
四－

二
五－

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
三
四－

二
九－

三
二
八
四

７日目の総まとめでの実習
左のスクリーンが手書き、右がパソコン

会員手帳
更新会員（左・色は緑）と
新規会員（右・色は赤）

寄付金贈呈式
あか さか まさる

赤坂 勝会長が壇上にて

（２）（第７５４号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２９年１月２５日）


